
チェルノブイリ原子力発電所事故の経過

原子力・エネルギー図面集

（　　　　）

低出力運転で特殊試験を実施（1986.4.25～26未明）

原子炉冷却用ポンプの回転数
低下に伴う冷却水量減少

（　　　 ）原子炉固有の特性および
緊急時停止系欠陥

（急激な水蒸気発生）
（急激な水素発生）

（2週間連続）

（半日から１日後）

（鎮火）

（午前1：23）

原子炉不安定状態

ボイド（気泡）の増加

出力上昇

出力暴走

炉心黒鉛の火災
タービン建屋の火災

原子炉内放射性物質放出

圧力管多数破裂
引き続き水素爆発
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